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異なる集団間の身体データの特徴の統合的比較方法

　　　　東京家政学院大家政　　川上　梅
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【目的】　従来，多くの研究機関または研究者により,身体データが計測され，異なる集

団のデータが，個別に解析されている．多変量データの解析方法としては，主成分分析法

などがあり,これらの手法を適用するに際しては，得られた原データを直接用いて解析を

行うのが一般的である．しかし，原データが発表されることは, むしろ，まれであり，平

均値，標準偏差，相関係数が発表されるに過ぎないことが多い. 本研究においては，異な

る集団毎の平均値，標準偏差，相関係数から，すぺての集団を統合した集団に対する平均

値，標準偏差，相関係数を求め，主成分分析を行う方法を展開した．そして，従来個別に

扱われてきた集団間の身体データの特徴の総合的な比較を行うことを目的とした.

【方法】　ある集団ｎ内における変数a,bの平均値an, ＼7i,標準偏差SDan, SObn,相関係数

Ra bnが与えられている場合，N個の集団全体の相関係数R.bは次式のように求められる.

　　　R.b＝Vab/（√‾∇‘i‾i√‾∇’‾b）

　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　V.b =Σ［（Q n -!）SD≫nSDbnRa b r十Q ，（a-ai;）CE･＼^）］／（Σ　Qn -1 ）

｀ただし，Q nは集団ｎの人数，T√EはN個の集団全体の平均, V≫bは全体の分散である.

　【結果】　各集団毎の平均値，標準偏差，相関係数からすべての集団全体のそれｰらの値を

求める方法を定式化した．今回，本方法の適用例としては，既に通産省工業技術院から出

版されている日本人の体格調査報告書の結果を用い，体型の年齢（0 歳から　59 歳）及び

男女差による変化を総合的に明らかにした．
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　目的：　衣服裁断用ダミーの設計資料として、人体の立体形状の把握は不可欠である。前

回、人体の立体形状の把握方法として格子パターン投影法の原理によるGRASP （Gra-

ting　Projection　Sys t ei for Profiling)を用いる場合の、測定の妥当性及び最適な測定

条件について報告を行った。衣服裁断用ダミー設計を目的とする人体形状測定においては、

静立時の生体の動き、あるいは時間をおいた場合の姿勢の変化などを明らかにする必要が

ある。本研究では、同一被検者の体幹上部の形状を繰り返し測定した場合、その度ごとに、

どの程度の差異を示すかについて検討を試みた。

　方法：　使用機器は、前報と同じGRASPである。女子学生2 1名を対象に、体幹上部

前面では、頚高点、胸幅線と前正中線との交点、胸幅線と左右腕付け根線との交点、胴囲

線と前正中線との交点、後面では、頚椎点、背幅線と後ろ正中線との交点、背幅線と左右

腕付け根線との交点、胴囲線と後ろ正中線との交点の、１０点にしるしをつけ、繰り返し

３回の測定を行った。各被検者ごとに、各点間の三次元空間における直線距離を求め、繰

り返しによる差異について検討した。

　結果ｊ　1 ）3回の繰り返しによる各点間の距離の差は、左右方向より垂直方向で大きく、

また後面よりは前面で大きい傾向を示した。2 ）各点間の距離の差は、多くの部位におい

て2 %未満である。この値は、衣服設計に要求される精度からみて僅少であると考えられ

る。このことから、測定器がユ台の場合、各方向に被検者の向きを変えて測定しても、体

幹上部に関しては有効なデータを得ることができるものと思われる。


